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日
　
本
　
私
　
法
　
学
　
会
　
会
　
報

□　

日
本
私
法
学
会
第
七
七
回
大
会
を
左
記
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
御
出
席
く
だ
さ
い
。

一　

期　
　

日　
　

二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
二
日
（
土
）、
一
三
日
（
日
）

二　

場　
　

所　
　

京
都
産
業
大
学
法
務
研
究
科
・
法
学
部

　
　
　
　
　
　
　
　
（
〒
六
〇
三
–
八
五
五
五　

京
都
市
北
区
上
賀
茂
本
山
）

三　

学
会
次
第

Ⅰ　

研
究
報
告
（
一
〇
月
一
二
日
、
一
〇
時
〜
一
七
時
二
〇
分
）

　

⑴　

第
一
部
会

　
　

ア
「
抵
当
権
者
の
「
追
及
権
」
に
つ
い
て

─
抵
当
権
実
行
制
度
の
再
定
位
の
た
め
に
」 

東
北
大
学
准
教
授　
　

阿　

部　

裕　

介

　
　

イ
「
仮
登
記
制
度
と
不
動
産
物
権
変
動
論

─
物
権
債
権
峻
別
論
を
基
軸
と
し
て
」 

早
稲
田
大
学
准
教
授　
　

大　

場　

浩　

之

　
　

ウ
「
土
地
所
有
権
論
の
再
定
位

─
ド
イ
ツ
相
隣
法
上
の
調
整
請
求
権
の
分
析
か
ら
」 

島
根
大
学
准
教
授　
　

張　
　
　

洋　

介

　
　

エ
「
代
位
物
に
対
す
る
優
先
権
の
付
与

　
　
　
　

─
目
的
物
が
売
却
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
所
有
者
・
担
保
権
者
の
処
遇
」 

慶
應
義
塾
大
学
准
教
授　
　

水　

津　

太　

郎

　
　

オ
「
区
分
所
有
権
の
法
的
構
成
と
区
分
所
有
者
の
団
体
の
位
置
づ
け
」 

静
岡
大
学
准
教
授　
　

藤　

巻　
　
　

梓

　

⑵　

第
二
部
会

　
　

ア
「
損
害
賠
償
法
に
お
け
る
素
因
の
位
置
」 

小
樽
商
科
大
学
准
教
授　
　

永　

下　

泰　

之

　
　

イ
「
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
非
財
産
的
損
害
の
把
握

─
人
身
損
害
賠
償
に
お
け
る
項
目
設
定
に
着
目
し
て
」 

大
阪
府
立
大
学
准
教
授　
　

住　

田　

守　

道

　
　

ウ
「
不
法
行
為
法
に
よ
る
経
済
的
利
益
の
保
護
と
そ
の
態
様

　
　
　
　

─
「
純
粋
経
済
損
失
」
概
念
の
意
義
に
関
す
る
一
考
察
」 

沖
縄
大
学
准
教
授　
　

吉　

本　

篤　

人
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エ
「
不
法
行
為
法
に
お
け
る
責
任
内
容
確
定
規
範
の
考
察
」 

京
都
大
学
准
教
授　
　

長　

野　

史　

寛

　

⑶　

第
三
部
会

　
　

ア
「
代
理
権
濫
用
論

─
本
人
に
よ
る
監
督
措
置
不
作
為
の
場
合
を
念
頭
に
置
い
て
」 

下
関
市
立
大
学
准
教
授　
　

平　

山　

也
寸
志

　
　

イ
「
イ
ギ
リ
ス
の
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
比
較
法
的
考
察

　
　
　
　

─
国
際
的
潮
流
で
あ
る
「
自
己
決
定
支
援
」
の
発
想
か
ら
み
た
代
行
決
定
制
度
の
再
考
へ
の
示
唆
」 

法
政
大
学
教
授　
　

菅　
　
　

富
美
枝

　
　

ウ
「
契
約
不
履
行
と
第
三
者

─
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
「
契
約
の
対
抗
」
理
論
の
意
義
」 

同
志
社
大
学
准
教
授　
　

荻　

野　

奈　

緒

　
　

エ
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
会
計
監
査
役
の
民
事
責
任
」 

新
潟
大
学
専
任
講
師　
　

内　

田　

千　

秋

　
　

オ
「
循
環
取
引
に
関
す
る
取
引
法
的
検
討

─
統
一
的
な
判
断
枠
組
み
の
構
築
に
向
け
て
」 

弁
護
士　
　

遠　

藤　

元　

一

　

⑷　

第
四
部
会

　
　

ア
「
少
数
派
株
主
保
護
の
法
理

　
　
　
　

─
抑
圧
お
よ
び
不
公
正
な
侵
害
行
為
の
救
済
制
度
と
株
主
代
表
訴
訟
制
度
に
よ
る
救
済
」 

九
州
共
立
大
学
准
教
授　
　

森　

江　

由
美
子

　
　

イ
「
金
融
商
品
取
引
所
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
規
制
と
金
商
法
」 

南
開
大
学
専
任
講
師　
　

温　
　
　

笑　

侗

　
　

ウ
「
手
続
的
側
面
を
重
視
し
た
少
数
株
主
締
め
出
し
規
制
」 

近
畿
大
学
専
任
講
師　
　

伊　

藤　

吉　

洋

　
　

エ
「
米
国
金
融
改
革
法
を
中
心
と
す
る
国
際
金
融
法
制
の
展
開
と
日
本
へ
の
影
響

─
法
と
実
務
の
接
点
」 

日
本
大
学
教
授　
　

藤　

川　

信　

夫

Ⅱ　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
一
〇
月
一
二
日
、
昼
食
後
〜
）

　

Ａ
「
私
法
統
一
の
も
た
ら
す
価
値
」 

司
会
者
・
報
告
者　

北
海
道
大
学
教
授　
　

曽　

野　

裕　

夫

 

報
告
者　

東
京
大
学
教
授　
　

藤　

田　

友　

敬

　

Ｂ
「
法
解
釈
の
方
法
に
つ
い
て
」 

報
告
者　

京
都
大
学
名
誉
教
授　
　

前　

田　

達　

明

 

司
会
者　

大
阪
市
立
大
学
教
授　
　

高　

橋　
　
　

眞

　

Ｃ
「
会
社
法
罰
則
の
検
証
」 
司
会
者
・
報
告
者　

立
命
館
大
学
教
授　
　

山　

田　

泰　

弘
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コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー　

慶
應
義
塾
大
学
教
授　
　

伊　

東　

研　

祐

＊ 　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
特
定
の
テ
ー
マ
に
関
心
を
持
つ
少
人
数
の
参
加
者
が
自
由
に
討
論
す
る
形
で
進
行
す
る
研
究
会
で
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
参
加
者
は
一
五
名
程
度
に
限
定
し
、
参

加
者
全
員
が
議
論
に
参
加
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
参
加
者
の
決
定
は
、
会
場
へ
の
先
着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
（
本
年
度
大
会
へ
の
出
欠
葉
書
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
記

入
欄
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
参
加
者
の
数
を
推
計
す
る
た
め
の
も
の
で
参
加
資
格
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
）。
右
の
テ
ー
マ
に
御
関
心
の
あ
る
方
々
は
、
予
め
参

考
文
献
に
目
を
通
し
た
う
え
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
昼
休
み
の
時
間
帯
を
利
用
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
参
加
者
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
会
場
で
昼
食
を

と
っ
て
い
た
だ
き
、
昼
食
終
了
後
、
直
ち
に
報
告
・
討
論
に
入
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ⅲ　

日
本
私
法
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
一
〇
月
一
三
日
、
九
時
三
〇
分
〜
一
七
時
）

　

⑴　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
震
災
と
民
法
学
」

 

司
会　

東
京
大
学
教
授　
　

河　

上　

正　

二

 

同
志
社
大
学
教
授　
　

安　

永　

正　

昭

　
　

１　

契
約
外
在
的
リ
ス
ク
と
事
情
変
更
の
原
則 

東
京
大
学
准
教
授　
　

石　

川　

博　

康

　
　

２　

罹
処
法
な
ど
・
不
動
産
法
上
の
問
題 

早
稲
田
大
学
教
授　
　

山
野
目　

章　

夫

 

早
稲
田
大
学
教
授　
　

秋　

山　

靖　

浩

　
　

３　

契
約
法
に
お
け
る
災
害
時
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス 

東
北
大
学
教
授　
　

渡　

辺　

達　

徳

　
　

４　

民
法
に
お
け
る
二
重
債
務
問
題 

一
橋
大
学
教
授　
　

小　

粥　

太　

郎

　
　

５　

大
災
害
と
損
害
賠
償
法 

東
北
大
学
准
教
授　
　

米　

村　

滋　

人

　
　

６　
「
死
」
に
関
す
る
規
律 

東
北
大
学
教
授　
　

水　

野　

紀　

子

 

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー　

学
習
院
大
学
教
授　
　

能　

見　

善　

久

 

弁
護
士　
　

津
久
井　
　
　

進

＊　

各
報
告
に
つ
い
て
は
、
別
添
の
資
料
（
論
究
ジ
ュ
リ
ス
ト
二
〇
一
三
年
夏
号
（
六
号
）
抜
刷
）
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
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⑵　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
株
式
保
有
構
造
と
経
営
機
構

─
日
本
企
業
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
」

 

司
会　

東
京
大
学
教
授　
　

藤　

田　

友　

敬

　
　

１　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
目
的 

東
京
大
学
教
授　
　

藤　

田　

友　

敬

　
　

２　

日
本
企
業
の
株
式
保
有
構
造

─
歴
史
的
進
化
と
国
際
的
特
徴 

早
稲
田
大
学
教
授　
　

宮　

島　

英　

昭

　
　

３　

株
式
保
有
構
造
と
会
社
法

─
「
分
散
保
有
の
上
場
会
社
の
ジ
レ
ン
マ
」
を
越
え
て 

東
京
大
学
准
教
授　
　

田　

中　
　
　

亘

　
　

４　

日
本
企
業
の
取
締
役
会
の
進
化
と
国
際
的
特
徴 

九
州
大
学
准
教
授　
　

内　

田　

交　

謹

　
　

５　

取
締
役
会
の
独
立
性
と
会
社
法 

東
京
大
学
教
授　
　

神　

作　

裕　

之

 

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー　

東
京
大
学
教
授　
　

柳　

川　

範　

之

 

京
都
大
学
教
授　
　

前　

田　

雅　

弘

＊ 　

各
報
告
に
つ
い
て
は
、
別
添
の
資
料
（
旬
刊
商
事
法
務
二
〇
〇
七
号
抜
刷
）
を
ご
参
照
下
さ
い
。
ま
た
大
会
の
約
一
週
間
前
に
、
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
当
日
の
報
告
資
料
（
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
・
ス
ラ
イ
ド
）
を
配
布
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

Ⅳ　

総
会
（
一
〇
月
一
三
日
、
一
二
時
〇
五
分
〜
一
二
時
三
〇
分
）

四　

注
意
事
項

　

⑴　

開
始
・
終
了
時
間
を
厳
守
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

⑵ 　

昼
食
の
必
要
な
方
は
、
予
め
同
封
の
葉
書
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
（
弁
当
・
一
食
一
〇
〇
〇
円
）。
お
申
込
み
は
、
出
欠
の
御
返
事
と
と
も
に
、
同
封
の
葉
書

で
九
月
二
〇
日
（
金
）
ま
で
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
（
必
着
。
延
着
の
場
合
に
は
、
昼
食
の
手
配
は
い
た
し
兼
ね
ま
す
）。
な
お
、
一
度
お
申
込
み
に
な
っ
た
弁

当
の
代
金
は
、
昼
食
が
御
不
要
に
な
っ
た
場
合
に
も
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

□　

日
本
私
法
学
会
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

＊　

日
本
私
法
学
会
大
会
に
お
け
る
個
別
報
告
の
申
請
に
つ
い
て

　

 　

日
本
私
法
学
会
大
会
に
お
け
る
個
別
報
告
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
〇
年
度
大
会
か
ら
個
別
報
告
審
査
制
度
が
導
入
さ
れ
、
個
別
報
告
審
査
委
員
会
に
よ
る
審
査
の
上
、
理
事
会
に
お
い
て
個
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別
報
告
を
行
う
者
を
決
定
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
日
本
私
法
学
会
大
会
に
お
い
て
個
別
報
告
を
希
望
さ
れ
る
会
員
は
、「
日
本
私
法
学
会
個
別
報
告
審
査
規
則
」
及
び
「
日
本
私
法

学
会
大
会
に
お
け
る
個
別
報
告
に
関
す
る
規
程
」（
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
二
日
理
事
会
決
定
）
を
よ
く
お
読
み
に
な
り
（
日
本
私
法
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）、
個
別
報
告
の
資

格
要
件
等
に
つ
い
て
ご
確
認
の
上
、
個
別
報
告
の
申
請
を
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
の
点
に
関
し
て
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
日
本
私
法
学
会
事
務
局
ま
で
、
な
る

べ
く
メ
ー
ル
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

日
本
私
法
学
会
事
務
局　

幹
事　

加　

毛　
　
　

明

　
　

〒
一
一
三
–
〇
〇
三
三　

東
京
都
文
京
区
本
郷
七
–
三
–
一　

東
京
大
学
法
学
部
研
究
室
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡　

〇
三
（
五
八
四
一
）
三
一
三
一
（
法
学
部
研
究
室
受
付
）　
　

℻　

〇
三
（
五
八
四
一
）
三
一
六
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

E
-M

ail　

a-kam
o@

j.u-tokyo.ac.jp
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時　間　割
10月13日（日） 10月12日（土）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

⑵

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

⑴

9：30 第４ 第３ 第２ 第１ 部会

森
江

平
山

阿
部

10：00

11：00

12：00

温 菅 永
下

大
場

11：10

12：10

総　会
12：05

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

昼休み

昼休み

12：30

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

⑵

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

⑴

14：00
伊
藤

荻
野

住
田 張

14：00

15：00

藤
川

内
田

吉
本

水
津

15：10

16：10

17：00

遠
藤

長
野

藤
巻

16：20

17：20
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京都産業大学（神
こう

山
やま

キャンパス）案内図

図書館 等

４号館
　13号館

本館
天文台

12号館 等

1号館 等

研究室棟

11号館

①

③

②

④

エスカレータ

エスカレータ

↓至 北大路

↑至 二軒茶屋

正門・
守衛室

バス
プール

1

3

2

1 : 京都バス 国際会館・北大路・出町柳方面
2 : 京都バス 二軒茶屋・市原・鞍馬方面
3 : 京都市バス 北大路方面

① : 神山ホール
② : ５号館
③ : 並楽館（旧８号館）
④ : 大教室棟

N

◆１日目（12日），２日目（13日）ともに，受付は神山ホール（建物①）1階に設置しております。
バスを下車後，まず神山ホールにお立ち寄り頂き，受付をお済ませ下さい。

◆１日目の個別報告会場および２日目の商法シンポジウム会場は、５号館（建物②）です。
◆２日目の民法シンポジウム会場は，神山ホール（建物①）です。
◆両日とも，弁当の配布は並楽館（旧８号館・建物③）で行います。５号館と並楽館との間の移動は，
大教室棟（建物④）を通り抜けることができます。

◆両日ともに，本学にて別の学会（日本史研究会）が開催されますので，受付や会場をお間違えに
ならないようご注意下さい。

◆大学周辺には，飲食店はございません。両日とも，学内の一部の食堂とコンビニエンスストア
は営業します。開催教室や食堂等の情報は、当日、学会大会の受付にて配布させて頂きます。

◆指定された喫煙所をのぞいて、学内は禁煙です。
◆より詳細なキャンパスマップは http://www.kyoto-su.ac.jp/outline/campus/cam_map.html 
をご参照ください。
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京都産業大学（神
こう

山
やま

キャンパス）へのアクセス

京都産業大学

国際会館

北大路

四　条
河原町烏　丸

烏丸御池
三　条

三条京阪

北大路バスターミナル

出町柳駅前

市営地下鉄 東西線
太秦天神川方面

阪急線　梅田方面

JR線　大阪・関空・亀岡方面

市
営
地
下
鉄

烏
丸
線

京
阪
線

北大路駅前

京都

国際会館駅前

JR線　山科方面

市営地下鉄 東西線
山科方面

新幹線　新大阪方面 新幹線
名古屋・東京方面

近鉄線
奈良方面

JR線
奈良方面

京都バス40系統

市バス北３系統

京都バス32・34・35系統

出町柳

増発します

◆学会当日は、京都市営地下鉄烏丸線・国際会館駅からのバス（京都バス40系統）を増発いたします。
国際会館から本学までの所要時間はおよそ９分です。なお国際会館駅には、タクシー乗り場も
ございます。
▶京都駅から国際会館までの所要時間はおよそ20分、四条駅から国際会館までの所要時間はおよそ
15分です。

◆その他のバス路線の案内（時刻表へのリンク・バスターミナルの案内など）も含めた、より詳細な
アクセスマップは http://www.kyoto-su.ac.jp/access.html をご参照ください。
▶無料シャトルバス（上賀茂神社／二軒茶屋駅⇔本学）および京都バス急行36系統（出町柳駅⇔本学・
北大路駅は経由しません）は、土曜日午後および日曜日に運行していませんのでご注意ください。

◆本学バスプールの停留所の名称は、京都バスが「京都産業大学前」、 京都市バスが「京都産大前」
です。

◆本学は京都市交通局の市バス専用一日乗車券の利用可能範囲外です（別途160円を支払う必要が
あります）。その他の特殊乗車券も、利用範囲を確認してからお使いください。

◆学会当日は、17時から18時の間、本学バスプール横にタクシー受付を設置します。お帰りの際
にご利用ください。


